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（
　）
内
は
所
属
部
隊
（
敬
称
略
）

《
功
績
章
（
８
人
）》

上
田
剛
司
（
仙
崎
副
分
団
長
）
宮
野

日
出
男
（
仙
崎
２
）
小
野
武
（
同
）

宮
﨑
武
行
（
日
置
分
団
長
）
西
村
裕

正
（
日
置
１
）
石
本
徹
（
日
置
２
）

西
島
武
（
油
谷
伊
上
）
本
永
純
一
郎

（
向
津
具
久
津
）

《
勤
続
章
（
109
人
）》

40
年　

林
英
昭
（
本
部
副
団
長
）
大

藏
和
栄
（
通
２
）
河
本
信
義
（
宇
津

賀
津
黄
）

30
年
　
村
田
圭
司
（
通
副
分
団
長
）

三
輪
成
則
（
仙
崎
１
）
東
信
男
（
深

川
北
副
分
団
長
）
重
原
賢
充
（
深
川

北
２
）
幾
田
正
信
（
深
川
南
１
）
竹

内
卓
三（
同
）原
田
拓
美（
深
川
南
３
）

椋
木
裕
紀
（
三
隅
第
１
滝
坂
）
上
田

伸
行
（
三
隅
第
１
下
中
小
野
）
岡
田

年
生
（
油
谷
人
丸
）
平
瀬
祐
治
（
宇

津
賀
津
黄
）
大
谷
晋
一
（
同
）
田
坂

傅
（
同
）
池
永
達
夫
（
宇
津
賀
後
畑
）

竹
島
光
明
（
同
）
松
尾
真
明
（
向
津

具
本
郷
）
平
川
慎
太
郎
（
向
津
具
川

尻
）

20
年　

安
森
藤
吾
（
通
１
）
山
近
昭

男
（
同
）
河
村
和
明
（
同
）
村
田
祥

得
（
同
）
上
利
誠
紀
（
同
）
新
谷
弘

之
（
通
２
）
荒
川
浩
志
（
同
）
中
村

守
（
仙
崎
１
）
北
村
修
（
同
）
黒
瀬

光
春
（
仙
崎
２
）
小
笠
　
太
一
（
同
）

田
中
誠
（
同
）
林
浩
昭
（
同
）
佐
伯

英
明
（
深
川
北
１
）
中
谷
泰
久
（
同
）

吉
岡
博
文
（
深
川
北
２
）
南
川
徹
也

（
同
）
岡
本
肇
（
深
川
南
１
）
藤
本

充
司
（
深
川
南
３
）
大
下
洋
之
（
同
）

増
野
敏
之（
俵
山
１
）宮
川
公
延（
俵

山
２
）　
川
良
一
（
三
隅
第
１
兎
渡

谷
）
村
山
真
也
（
同
）
上
田
繁
雄
（
三

隅
第
１
上
中
小
野
）
田
畑
千
里
（
三

隅
第
３
小
島
）
藤
村
浩
之
（
三
隅
第

３
沢
江
）
柳
原
聡
明
（
日
置
３
）
藤

嶋
洋
志
（
同
）
塚
本
真
之
亮
（
油
谷

河
原
）
大
田
裕
治
（
油
谷
伊
上
）
中

嶋
和
彦
（
同
）
中
野
一
幸
（
同
）
河

本
泉
（
宇
津
賀
津
黄
）
吉
岡
晃
太
郎

（
宇
津
賀
立
石
）
水
嶋
龍
弘
（
宇
津

賀
角
山
）
上
田
敏
晴
（
向
津
具
本
郷
）

三
宅
充
康
（
向
津
具
川
尻
）

10
年　

山
下
雄
二
（
通
２
）
河
﨑
政

徳
（
仙
崎
１
）
尾
崎
将
司
（
同
）
三

輪
一
貴
（
同
）
清
水
政
則
（
仙
崎
２
）

中
田
秀
隆
（
同
）
藤
田
勝
士
（
仙
崎

３
）林
伸
治（
仙
崎
４
）秦
武
文（
同
）

柳
井
祐
治
（
深
川
北
１
）
田
中
義
久

（
同
）大
賀
功
治（
同
）大
谷
浩
章（
深

川
北
２
）
前
野
安
則
（
深
川
北
３
）

桑
原
紀
聖
（
同
）
荒
川
澄
夫
（
深
川

南
副
分
団
長
）
開
作
浩
二
（
深
川
南

１
）
坂
野
智
之
（
同
）
大
谷
和
弘
（
深

川
南
２
）
村
田
耕
治
（
深
川
南
３
）

廣
永
龍
治（
俵
山
１
）井
上
勇
次（
同
）

藤
野
史
（
同
）
田
中
秀
典
（
俵
山
２
）

原
田
稔
（
三
隅
第
１
上
中
小
野
）
篠

原
広
幸（
同
）中
原
亨（
三
隅
第
２
市
）

宮
野
克
美
（
同
）
河
田
晃
男
（
三
隅

第
２
中
村
）
大
野
秀
美
（
同
）
河
野

充
浩
（
三
隅
第
２
野
波
瀬
）
吉
岡
雄

慈
（
同
）
上
田
直
樹
（
同
）
岩
本
考

由（
同
）北
村
和
也（
同
）山
根
充（
三

隅
第
３
小
島
）
山
中
翔
平
（
三
隅
第

３
豊
原
）
杉
原
裕
紀
（
三
隅
第
３
浅

　

式
典
終
了
後
に
は
、
市
民
が
観
覧

す
る
中
、
消
防
団
員
、
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
な
ど
各
分
団
ご
と
に
隊
列
を
組

み
、
観
閲
行
進
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

大
西
市
長
や
来
賓
が
点
検
す
る
人
員

機
材
点
検
が
行
わ
れ
、
最
後
は
車
両

が
一
列
に
並
び
、
空
に
向
か
っ
て
一

斉
放
水
を
披
露
し
ま
し
た
。

県
消
防
協
会
長
表
彰

《
優
良
ク
ラ
ブ
指
導
者
表
彰
》

吉
祥
ひ
と
み

（
日
置
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
）

《
優
良
ク
ラ
ブ
団
体
表
彰
》

三
隅
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

《
優
良
団
員
表
彰
（
11
人
）》

東
希
美
世
（
深
川
北
１
）
石
原
大
資

（
同
）
上
田
成
範
（
深
川
北
３
）
岡

本
肇
（
深
川
南
１
）
開
作
浩
二
（
同
）

西
松
啓
吾（
俵
山
１
）木
下
信
弘（
日

置
２
）
中
嶋
和
彦
（
油
谷
伊
上
）
藤

本
浩
司（
向
津
具
大
浦
）宮
﨑
篤（
向

津
具
本
郷
）
藤
田
康
士
（
同
）

《
永
年
勤
続
退
団
者
感
謝
状（
17
人
）》

流
田
壽
雄
（
本
部
団
長
）
村
田
繁
之

（
通
１
）
大
樂
尚
邦
（
同
）
木
村
朋

宏
（
仙
崎
３
） 

河
野
勝
俊
（
同
）
杉

原
仁
志
（
深
川
北
２
）
堀
田
誠
（
深

川
南
１
）
田
中
聖
二
（
深
川
南
３
）

山
本
章
敬（
俵
山
２
）原
川
泰
治（
三

隅
第
１
副
分
団
長
）
惣
代
芳
治
（
日

置
１
）
光
井
修
（
同
）
小
嶋
順
一
（
油

谷
副
分
団
長
）
橋
本
英
利
（
油
谷
蔵

小
田
）
永
松
芳
明
（
宇
津
賀
津
黄
）

谷
村
勤（
同
）小
島
隆（
向
津
具
本
郷
）

長
門
市
消
防
団
長
表
彰

県
消
防
ク
ラ
ブ

連
合
会
長
表
彰

《
精
勤
章
（
37
人
）》

森
本
大
一
（
通
１
）
藤
井
芳
浩
（
同
）

三
輪
一
貴
（
仙
崎
１
）
町
野
慎
太
郎

（
仙
崎
３
）
秦
武
文
（
仙
崎
４
）
辻

野
芳
　（
深
川
北
２
）
松
尾
茂
治
（
深

川
北
３
）
大
谷
慎
治
（
同
）
河
村
暁

彦
（
深
川
南
１
）
飯
田
康
将
（
深
川

南
２
）
福
冨
潤
一
（
深
川
南
３
）
井

上
勇
次
（
俵
山
１
）
藤
野
史
（
同
）

増
野
和
彦
（
同
）
花
岡
祐
二
（
俵
山

２
）
戸
村
知
至
（
同
）
山
邉
育
男
（
三

隅
第
１
滝
坂
）
山
下
真
（
三
隅
第
１

兎
渡
谷
）
原
田
稔
（
三
隅
第
１
上
中

小
野
）
近
藤
倫
（
三
隅
第
２
市
）
德

見
幸
治
（
三
隅
第
２
中
村
）
沖
村
一

成
（
三
隅
第
３
小
島
）
河
添
隆
司
（
三

隅
第
３
豊
原
）
岡
﨑
裕
幸
（
日
置
１
）

上
手
豊
（
同
）
三
輪
由
浩
（
日
置
２
）

長
谷
茂
（
同
）
早
稲
田
剛
（
同
）
田

村
真
嗣
（
油
谷
河
原
）
米
田
洋
（
同
）

光
永
悟
（
油
谷
伊
上
）
大
石
隆
（
油

谷
蔵
小
田
）
菊
本
隆
弘
（
宇
津
賀
後

畑
）
大
田
和
幸
（
宇
津
賀
立
石
）
村

部
浩
二
（
宇
津
賀
角
山
）
井
上
昌
尚

（
向
津
具
大
浦
）
藤
川
洋
（
向
津
具

川
尻
）

長
門
市
長
表
彰

防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に

〜
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
〜

田
）岡
崎
裕
幸（
日
置
１
）林
寿
樹（
日

置
２
）
上
田
正
明
（
油
谷
人
丸
）
荒

田
幸
蔵（
油
谷
河
原
）中
野
善
雄（
同
）

光
永
悟
（
油
谷
伊
上
）
大
石
隆
（
油

谷
蔵
小
田
）
三
村
和
弘
（
宇
津
賀
後

畑
）
菊
本
隆
弘
（
同
）
東
寛
人
（
向

津
具
久
津
）
阿
部
昇
（
同
）
今
津
太

志
（
向
津
具
大
浦
）
小
島
一
夫
（
向

津
具
本
郷
）

《
退
職
団
員
感
謝
状
（
28
人
）》

流
田
壽
雄
（
本
部
団
長
）
村
田
繁

之
（
通
１
）
大
樂
尚
邦
（
同
）
木

村
朋
宏
（
仙
崎
３
） 

河
野
勝
俊
（
同
）

大
深
泰
司
（
仙
崎
４
）
杉
　
仁
志

（
深
川
北
２
）
堀
田
誠
（
深
川
南

１
）
田
中
聖
二
（
深
川
南
３
）
前

田
忠
義
（
同
）
山
本
章
敬
（
俵
山

２
）
原
川
泰
治
（
三
隅
第
１
副
分

団
長
）
宮
垣
耕
二
（
三
隅
第
２
分

団
長
）
原
川
泰
弘
（
三
隅
第
２
中

村
）
石
村
孝
幸
（
三
隅
第
２
野
波

瀬
）
前
田
達
意
（
三
隅
第
３
浅
田
）

惣
代
芳
治
（
日
置
１
）
光
井
修
（
同
）

清
水
健
二
（
同
）
小
嶋
順
一
（
油

谷
副
分
団
長
）
松
永
充
功
（
油
谷

人
丸
）
橋
本
英
利
（
油
谷
蔵
小
田
）

永
松
芳
明
（
宇
津
賀
津
黄
）
谷
村

勤
（
同
）
垰
村
司
（
同
）
藤
田
和

秀
（
宇
津
賀
立
石
）
重
村
浩
一
（
同
）

小
島
隆
（
向
津
具
本
郷
）

　

新
春
恒
例
の
長
門
市
消
防
出
初
式

が
１
月
６
日

（日）
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

を
会
場
に
行
わ
れ
、
消
防
署
・
消
防

団
・
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
消
防
関

係
者
約
700
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
大
西
市
長
が
「
災
害

は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
し
て
も
不
思

議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
、

行
政
に
と
っ
て
の
大
き
な
使
命
で

す
。
今
年
一
年
、
災
害
に
備
え
る
と

同
時
に
災
害
が
起
き
て
も
し
っ
か
り

と
し
た
体
制
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
構

築
し
て
い
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰
や
市
長

表
彰
な
ど
各
種
表
彰
の
後
、
新
た
に

消
防
団
長
に
就
任
し
た
村
部
博
明
さ

ん
は
「
昨
年
は
、
自
然
災
害
に
よ
り

全
国
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
火
災
を
含
め

た
防
災
上
の
安
全
を
確
認
し
、
災
害

に
対
す
る
備
え
を
徹
底
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
地

域
住
民
の
安
全
確
保
の
た
め
、
よ
り

一
層
の
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

団
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

長門市消防出初式
表彰を受ける幼年消防クラブ

人員機材点検日置婦人防火クラブの行進新たに就任した村部団長

一斉放水

表彰状の贈呈 観閲行進

団結し、地域を守る使命を胸に

消
防
団
員
・
個
人
・

団
体
を
表
彰

平成31年


